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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) イチゴ「ふくあや香」は、対照品種の「さちのか」「麗紅」と比較して、商品果数・商品果重量とも上
回っており（表１）、商品果率が高く、果実が大きく、うどんこ病果が少ないことから（表２）、半促成
栽培（無加温）に適している。

(2) イチゴ「ふくあや香」の半促成栽培（無加温）における適正な芽数は、商品果数・商品果重量・平
均果・商品果率等から総合的に判断すると、２芽管理が最も有効である（表３、４）。 

２期待される効果

 県内で行われている半促成栽培（無加温）に対し新品種「ふくあや香」の導入推進が円滑に行われ
るとともに、適正な芽数管理で高位安定生産が期待できる。

３適用範囲

 「ふくあや香」の半促成栽培地域

４普及上の留意点

(1) 「ふくあや香」は「さちのか」「麗紅」より頂果房の開花が２０日程度遅く、乱形果（鶏冠果）が多い。 

(2) 「ふくあや香」は果房が長くなりやすいので、畦は高畦にする。
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